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ＲＡＮＫ関数

= RANK(数値; 範囲; 順序)：範囲における数値の順番を返す

数値：順位をつける数値（セル番地でも良い）

範囲：順位をつけたいセルの範囲

順序：降順は「０」,
 

昇順は「１」（省略化）

例：= RANK(G5; G5:G9)
G5,G6,G7,G8,G9の中でG5の値が何番目に

大きいかを求める

セルのコピーをするときは注意！
「範囲」が変化することがあります



相対参照と絶対参照

セルを参照するときの2つの方法

相対参照：参照したいセルを、アクティブセルからの

相対的な位置により指定

絶対参照：参照したいセルを、絶対的な位置により指定

前回の授業で
説明した参照方法

必要に応じて使い分けると便利

B5, C7, E9 
のように指定

$B$5, $C7, E$9 の
 ように指定



数式（
 

）をG5に記入して合計を計算

相対参照の例

＝「現在のセルから左に４つ目の列、同じ行のセル」
＋

 
「現在のセルから左に３つ目の列、同じ行のセル」

＋「現在のセルから左に２つ目の列、同じ行のセル」
と記憶

実際には…



＝「現在のセルから左に４つ目の列、同じ行のセル」
＋

 
「現在のセルから左に３つ目の列、同じ行のセル」

＋「現在のセルから左に２つ目の列、同じ行のセル」

数式（
 

）をG5に記入して合計を計算

相対参照の例

と記憶

実際には…

G5の数式をG6にコピー

G6のセルにC6+D6+E6の結果が表示される

＝「現在のセルから左に４つ目の列、同じ行のセル」
＋

 
「現在のセルから左に３つ目の列、同じ行のセル」

＋「現在のセルから左に２つ目の列、同じ行のセル」

G6
E6

D6

C6



絶対参照の例

行番号、列番号の前に＄をつける

絶対的な位置を指定できる

＝「Ｃ列、５行のセル」
＋

 
「Ｄ列、５行のセル」

＋「Ｅ列、５行のセル」

G6にコピーする
間違った合計値（C5+D5+E5）が表示される



絶対参照の例

行番号もしくは列番号のみに＄をつけることも可能

G6にコピーする
正しい合計値（C6+D6+E6）が表示される

＝「C列、同じ行のセル」
＋ 「D列、同じ行のセル」
＋「E列、同じ行のセル」



ＲＡＮＫ関数

= RANK(数値, 範囲,
 

順序)：範囲における数値の順番を返す

数値：順位をつける数値（セル番地でも良い）

範囲：順位をつけたいセルの範囲

順序：降順は「０」,
 

昇順は「１」（省略化）

例：= RANK(G5, G5:G9)
G5,G6,G7,G8,G9の中でG5の値が何番目に

大きいかを求める

「範囲」を指定する際、絶対参照を使うと
コピーしたときに便利



偏差値の計算

=(G9-G10)/G11*10+50

5010


標準偏差

平均点得点



セルのカウント

=COUNTIF(データの範囲; 条件式)
データの範囲に含まれるセルの中で、条件式を

 満たすセルの数を数える

例１：
 

=COUNTIF(I5:I9; "不合格")
I5からI9のセルの中で「不合格｣と書かれた

 セルの数を数える

例２：
 

=COUNTIF(I5:I9; “>=10")
I5からI9のセルの中で10以上の数値が

 入っているセルの数を数える



グラフの作成（１）ｰ１ 「グラフ」ボタン
 をクリック

グラフウィザード
 が現れる



グラフの作成（１）ｰ２

①グラフの種類を選択し

②形式を選択

③[次へ] をクリック

①選択

③クリック

②今回はこれ
 を選択



グラフの作成（２）ｰ１ ここをクリック

マウスでデータ
 範囲を選択でき
 るようになる

マウスでデータ
 範囲を選択する

データ範囲を選択
 するとグラフが自
 動で表示されます



グラフの作成（２）ｰ２

今回は両方の
 チェックを残す

クリック



グラフの作成（３）

今回は何もせ
 ずにクリック



グラフの作成（４）－１

必要に応じて，
 タイトルや軸

 の名前を入力

今回はチェック
 を残す

終わったらク
 リックで完成



グラフの作成（５）

配置や大きさはマウスを
 利用

マウスの右ボタンで
いろいろな微調整が

可能になる

作成されたグラフ
 のサイズやデザイ
 ンを調整



グラフの作成（６）

「散布図」
 を選択

これを
選択

得点の関係図も同様に
 作成できる



課題その２
 

（課題その1は先週やりました）

合計点に基づく順位付け

偏差値の
計算 学生数のカウント



課題その３

学生ごとの成績を
 棒グラフで表す

数学と英語の得点
 の関係を表すグラフ
 を描く



レポート提出前のチェック方法

（１）表の中の数値・データはサンプルと一致しているか？

（２）罫線やセルの色はサンプルと一致しているか？

（３）データを下記の用に修正したときに，他のデータも（自
 動的に）正しく修正されるか？


 

伊藤の国語を８０，田中の数学を５３，中村の英語を６０


 

三村の英語を９３，高橋の数学を９１，鈴木の国語を２５

（先週の資料参照）


 

締切：
 

（水曜受講生）６月９日（水）１２：００まで

（木曜受講生）６月１０日（木）１４：３０まで
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